
5 よしかわ議会だより

♦
水
道
事
業
に
つ
い
て

問　

全
国
で
は
毎
年
１
０
０
０
件
か

ら
の
老
朽
化
し
た
水
道
管
破
裂
事
故

が
あ
る
。
当
市
で
の
事
故
、
水
道
料

金
値
上
げ
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。

①
石
綿
管
の
布
設
替
え
の
今
後
の
計

画
は
。
②
企
業
債
償
還
を
含
め
た
財

政
状
況
は
③
水
道
料
金
値
上
げ
は
。

答
水
道
課
長　

①
第
一
土
地
区
画
整

理
地
内
の
石
綿
管
布
設
替
え
は
平
成

32
年
ま
で
で
吉
川
駅
北
口
ま
で
、
駅

南
側
は
平
成
33
年
か
ら
30
年
代
で
終

わ
る
見
込
み
。
②
平
成
29
年
度
が

ピ
ー
ク
、
現
在
黒
字
で
あ
る
。
③
当

面
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
無
い
。

美
南
地
区
な
ど
の
通
学
路
安

全
対
策
。今
後
の
方
向
性
は
。

加
藤　

克
明

問　

埼
玉
県
で
は
、
通
学
路
の
安
全

確
保
な
ど
改
善
を
し
て
い
く
方
針
を

示
し
て
い
る
。
県
の
動
向
を
踏
ま
え

今
後
の
市
の
対
応
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

県
の
方
針
に
基

づ
き
、
平
成
28
年
度
に
概
ね
５
年
ご

と
の
通
学
路
安
全
総
点
検
を
実
施
。

今
後
、
通
学
路
整
備
計
画
に
基
づ
き

順
次
、
対
応
し
て
い
く
。

問　

27
・
28
年
度
と
中
曽
根
小
学
校

区
に「
ゾ
ー
ン
30
」が
規
制
さ
れ
た
。

国
が
打
ち
出
し
た
有
効
な
手
段
で
あ

る
が
。
幹
線
道
路
に
囲
ま
れ
て
い
る
、

生
活
道
路
が
集
ま
っ
た
市
街
地
の
区

域
に
と
区
域
設
定
が
あ
り
、
す
べ
て

の
通
学
路
を
指
定
で
き
な
い
今
後
、

東
中
学
校
や
旭
小
学
校
な
ど
区
域
設

定
外
の
安
全
対
策
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

文
字
強
調
表

示
・
路
側
帯
カ
ラ
ー
化
・
ハ
ン
プ
な

ど
可
能
性
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問　

美
南
地
区
が
交
通
規
制
さ
れ
て

い
な
い
理
由
。
警
察
署
と
の
協
議
の

内
容
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

協
議
の
中
で
、

ま
ち
の
成
熟
に
合
わ
せ
て
規
制
を
し

て
い
く
考
え
。「
ゾ
ー
ン
30
」を
中
心

に
検
討
し
、
平
成
30
年
度
を
目
標
に

担
当
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問　

区
域
割
・
年
次
計
画
は
あ
る
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

３
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
平
成
30
年
～
32
年
で
行
う
考

え
で
い
る
。
吉
川
駅
南
側
の
木
売
・

高
富
・
高
久
地
区
周
辺
に
つ
い
て
は

平
成
33
年
ご
ろ
に
進
め
て
い
く
考
え

で
い
る
。

乳
が
ん
検
診
等
の
検
診

率
向
上
へ
の
取
り
組
み

濱
田　

美
弥

問　

乳
が
ん
自
己
検
診
グ
ラ
ブ
を
希

望
者
に
配
布
し
た
り
、
複
数
人
で
声

を
掛
け
合
い
受
診
し
た
時
に
は
市
内

で
ラ
ン
チ
が
割
引
に
な
る
等
の
特
典

を
付
け
受
診
率
向
上
を
図
っ
て
い
く

取
り
組
み
は
い
か
が
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

市
民
ま
つ
り
等

で
正
し
い
自
己
触
診
方
法
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
母
親
た
ち
へ
の
出
前

講
座
等
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

♦�

小
中
一
貫
連
携
教
育
に
つ
い
て
、

市
内
で
の
取
組
の
事
例
と
成
果
は

答
教
育
部
長　

東
中
・
旭
小
・
三
輪

野
江
小
・
栄
小
に
て
研
究
委
嘱
を
行

い
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
出
前
授
業

ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
伝
え
合

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
り
小
学
校

側
が
積
極
的
に
関
わ
る
連
携
の
素
地

が
出
来
て
き
て
い
る
。

問　

連
携
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
小
学
生
が
部
活
動
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
部
長　

現
在
も
学
校
公
開
等

の
際
に
部
活
動
の
見
学
を
し
た
り
し

て
い
る
が
今
後
も
新
た
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。

♦
三
世
代
近
居
の
推
奨
を

問　

三
世
代
で
の
近
居
に
は
待
機
児

童
問
題
や
介
護
人
手
不
足
の
解
消
等

メ
リ
ッ
ト
が
。
ポ
イ
ン
ト
制
や
補
助

金
等
で
奨
励
す
る
取
組
は
い
か
が
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

埼
玉
県
や
Ｕ
Ｒ

等
で
も
近
居
支
援
の
取
組
が
な
さ
れ

て
い
る
。
吉
川
市
で
は
未
定
。

地
域
の
減
災
力
強
化
。
医
療
依
存
度

の
高
い
在
宅
療
養
者
の
減
災
対
策
を

雪
田　

き
よ
み

問　

３
・
11
で
は
福
島
の
原
発
事
故

の
影
響
で
、
当
初
は
大
規
模
停
電
が

懸
念
さ
れ
た
。
訪
問
看
護
師
は
医
療

依
存
度
の
高
い
在
宅
療
養
者
の
生
命

を
ど
う
守
る
か
悩
み
奔
走
し
た
。
市

の
認
識
は
如
何
か
。
ま
た
在
宅
介
護

事
業
所
と
の
防
災
協
定
が
必
要
で
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

今
後
医
師
会
と

共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
特
性
に

配
慮
し
て
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。
在
宅
介
護
事
業
と
の
協
定

は
、
事
業
所
で
ど
の
よ
う
な
協
力
が

可
能
か
と
の
視
点
で
検
討
す
る
。

問　

災
害
時
避
難
行
動
要
援
護
者
名

簿
の
有
効
な
活
用
方
法
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

今
年
度
自
治
連

合
会
と
民
生
委
員
合
同
の
研
修
会
を

行
っ
た
。
名
簿
の
取
り
扱
い
と
情
報

の
共
有
が
難
し
い
。
今
後
も
研
修
を

続
け
、
ど
の
よ
う
に
情
報
の
共
有
が

で
き
る
か
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
く
。

　
♦
介
護
保
険
利
用
実
態
調
査
を

問　

政
府
は
介
護
保
険
改
正
案
を
閣

議
決
定
し
て
い
る
。
3
割
負
担
等
が

導
入
さ
れ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

を
中
心
に
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
。

一
昨
年
２
割
負
担
が
導
入
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
ま
だ
影
響
評
価
も
さ
れ
て

い
な
い
。
実
態
調
査
を
行
う
べ
き
。

答
健
康
福
祉
部
長　

介
護
施
設
と
ケ

ア
マ
ネ
に
、
利
用
者
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
市
に
連
絡
す
る
よ
う
伝
え
て
い

る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
方
法
で
実

態
把
握
し
て
い
く
。

市
道
の
振
動
対
策
を

佐
藤　

誠
治

問　

け
や
き
通
り
丸
和
運
輸
地
先
の

交
差
点
を
県
道
バ
イ
パ
ス
に
む
か
う

市
道
は
振
動
が
ひ
ど
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
対
策
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

沿
道
に
お
住
い

の
方
か
ら
振
動
に
関
す
る
要
望
を
受

け
て
い
る
。

　

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
塗
装

の
傷
み
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
路
線
全
体
と
し
て
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
厚
く
す
る
な
ど
の

工
事
が
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
応
急
的

な
補
修
工
事
を
発
注
す
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

問　

応
急
対
策
と
同
時
に
路
線
全
体

に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

ま
ず
は
応
急
的

に
修
繕
し
、
そ
の
後
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
、
現
在
４
セ
ン
チ
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
塗
装
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ

を
10
セ
ン
チ
の
厚
み
を
も
た
せ
て
、

そ
の
後
、
工
事
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
。
な
る
べ
く
早
く
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
。

◆
仮
称
第
4
中
学
校
に
つ
い
て

問　

仮
称
第
４
中
学
校
の
通
学
区
に

つ
い
て
駅
南
地
区
全
体
を
通
学
区
に

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。

　

特
例
で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
周
知
の
方
法
と
施
設
概
要
は
。

答
教
育
部
長　

関
係
地
区
へ
の
チ
ラ

シ
配
布
と
現
在
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
施
設
概
要
は
29
教
室
。

宇
宙
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

が
関
わ
る
可
能
性
に
つ
い
て

稲
葉　

剛
治

問　

宇
宙
飛
行
士
の
方
や
、
宇
宙
に

関
わ
り
の
あ
る
方
を
招
い
て
の
講

演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
実

施
、
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
全
体

で「
宇
宙
」を
テ
ー
マ
に
し
た
催
し
を

行
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

宇
宙
関
連
研
究

機
関
等
の
支
援
事
業
の
活
用
を
検
討

し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

現
在
、
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
を

盛
り
上
げ
る
為
、
全
力
で
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
質
問
を
参
考
に
、

宇
宙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
検
討
す
る
。

問　

具
体
的
に
宇
宙
関
連
研
究
機
関

の
ど
の
よ
う
な
支
援
事
業
の
活
用
を

考
え
て
い
る
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が

行
っ
て
い
る「
宇
宙
学
校
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

♦�

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実

施
つ
い
て

問　

幅
広
い
世
代
、
よ
り
多
く
の
方

に
防
災
減
災
の
取
り
組
み
に
参
加

し
て
も
ら
う
手
段
と
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
の
動
き
を
取
り
入
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
」を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

ア
ク
シ
ョ
ン
は
気
軽
に
参
加
で
き
、

防
災
減
災
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
他
自
治
体
の
導
入
事
例
や
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
研
究
す
る
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問-------

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

児童館ワンダーランド


